
中村屋健康保険組合

第129回 中村屋健康保険組合
組合会

令和５年７⽉19日（水）
１４︓００〜１５︓００

⻄新宿三井ビル24階会議室



第１２９回 中村屋健康保険組合 組合会 議題

報 告 事 項

第１号報告 令和４年度 健康保険組合監査報告に関する件

第２号報告 収⽀予算の同⼀款内流⽤に関する件

第１号議案 令和４年度健康保険・介護保険収⼊⽀出決議（案）
に関する件

第２号議案 令和４年度 決算残⾦処分（案）に関する件
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審 議 事 項



報 告 事 項

第１号報告 令和４年度健康保険組合監査報告に関する件
令和４年度の『収⽀⽀出決算概要表』『令和４年度事業報告書』の内容
について事務⻑より説明があり、その後、会計帳簿・財産残⾼確認・収⼊⽀
出に係る伝票・信憑書類・各種資料の管理状況等を確認し検証を⾏いま
したが、特別に問題となる箇所はなく、適正に処理されていましたので、ご報
告いたします。

監事 伊東 健二
新國 涼磨

監査日時 ︓ 令和５年７⽉１４日（⾦）
監査会場 ︓ ⻄新宿三井ビル23階Bエリア会議室①
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報 告 事 項

※予算の配分の問題であり、収⽀に大きな影響を与えるものではありません。
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第２号報告 収⽀予算の同⼀款内流⽤に関する件（その１）
＊１⽉分まで組合会報告済

事務所費 需要費 社会保険料 104,831円 借⽤及び損料

疾病予防費

保険給付費

療養給付費

4,717,099円

附加給付費 傷病⼿当附加⾦

997,000円

法定給付費

家族療養付加⾦ 185,000円

合算⾼額療養附加⾦ 135,000円

⾼齢者⾼額療養給付費 1,728,962円

薬剤⽀給 1,086,436円

⾼齢者⾼額療養給付費 1,728,962円

家族薬剤⽀給 1,333,228円

⼀部負担還元⾦ 677,000円

⾼額医療費 549,561円

保険事業費 保険事業費 特定保健指導事業費 108,170円

家族訪問看護療養費 38,700円



報 告 事 項

※予算の配分の問題であり、収⽀に大きな影響を与えるものではありません。
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第２号報告 収⽀予算の同⼀款内流⽤に関する件（その２）
＊１⽉分まで組合会報告済

財政調整事業拠出⾦ 財政調整事業拠出⾦ 財政調整事業拠出⾦ （136,225円） 予備費

(136,225円）



審 議 事 項

第１号議案 令和4年度健康保険・介護保険収⼊⽀出決議（案）
に関する件

□令和4年度は、2年連続で経常収⽀が⾚字となり、⾚字幅が約10倍に。
（その前までは7年間経常⿊字）

□収⼊は、組合員数減も標準報酬増加に伴い増収となった。

□⽀出は、コロナ禍による受診控えは緩和し医療費、⾼齢者⽀援⾦は
対前年で増えたが予算より大幅減により、収⽀にプラスの影響を及ぼした。

□収⼊⽀出差引額44,738千円の⾚字となった。

健 康 保 険
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令和4年度 健康保険収入支出実績
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対前年度決算 対当年度予算
93.00（⼀般91.70） 93.00（⼀般91.70） 93.00（⼀般91.70） 0 0

1,305 1,266 1,272 -33 6
309,939 308,000 321,403 11,464 13,403

 ⼀般保険料 537,339 530,523 538,202 863 7,679
 雑収⼊・利⼦・回収⾦・補助⾦・その他 7,371 187 7,271 -100 7,084

経 544,710 530,710 545,473 763 14,763
常  事務所費 23,497 25,186 21,583 -1,914 -3,603

⽀  保険給付費（医療費） 275,294 294,517 288,916 13,622 -5,601
収  納付⾦ 206,217 239,042 232,613 26,396 -6,429
⽀  保健事業費 44,184 52,599 46,757 2,573 -5,842

出  還付⾦・連合会費・雑⽀出 503 1033 342 -161 -691
549,695 612,377 590,211 40,516 -22,166
-4,985 -81,667 -44,738 -39,753 36,929

 調整保険料 7,656 7,567 7,659 3 92
収  繰越⾦ 40,000 34,626 34,626 -5,374 0

経  繰入⾦（別途積⽴⾦・準備⾦限度外部分繰入） 0 43,000 13,517 13,517 -29,483
常 ⼊  その他収⼊ 6,280 12,559 8,099 1,819 -4,460
外 53,936 97,752 63,901 9,965 -33,851
収  財調拠出⾦ 7,612 7,567 7,703 91 136
⽀  介護勘定繰⼊他 0 8,518 0 0 -8,518

 その他 2 0 0 -2 0
 予備費 0 0 0 0 0

7,614 16,085 7,703 89 -8,382
46,322 81,667 56,198 9,876 -25,469

598,646 628,462 609,374 10,728 -19,088
557,309 628,462 597,914 40,605 -30,548
41,337 0 11,460 -29,877 11,460

 法定準備⾦残⾼ 304,763 270,249 294,668 -10,095 24,419
 別途積⽴⾦残⾼ 141,372 133,980 141,372 0 7,392
 １⼈当たり別途積⽴⾦ 105 106 111 6 0

保険料率      （‰）

令和3年度決算 令和4年度予算 令和4年度決算
令和3年度決算⽐較

被保険者数   （⼈）
標準報酬⽉額（円）

 経常⽀出計（Ｂ）
経常収⼊⽀出　差引額（Ａ）－（Ｂ）

収
　
⼊  経常収⼊計（Ａ）

⽀出合計（経常＋経常外）
収⼊⽀出差引額（予備費を除く）

財
産

経常外収⼊計（Ｃ）

⽀
　
出

経常外⽀出計（Ｄ）
経常外収⼊⽀出  差引額（Ｃ）－（Ｄ）

収⼊合計（経常＋経常外）



審 議 事 項

□令和4年度は、対前年の保険料収⼊が増加し、介護納付⾦を上回り
⿊字となった。

□準備⾦に余裕はあるが、保険料収⼊は年々減少傾向にあり、納付⾦は
増える傾向にあるため、保険料率の推移は⾒守りたい。

□収⼊⽀出差引額7,465千円を決算残⾦処分とすることができた。

介 護 保 険
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令和4年度 介護保険収入支出実績
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              （ 単位︓千円 ）

対前年度決算 対当年度予算
17.5 17.5 17.5 0 0
837 873 822 -15 -51

340,173 333,323 352,292 12,119 18,969

 保険料収入 74,569 73,507 75,588 1,019 2,081
国庫負担 0 0 0 0 0
 利⼦・回収⾦・その他 0 3 1 1 -2
 繰越⾦ 0 0 0 0 0
 繰⼊⾦ 0 2,000 0 0 -2,000
 ⼀般勘定受入 0 3,500 0 0 -3,500
国庫補助⾦受入 0 0 0 0 0

74,569 79,010 75,589 1,020 -3,421
 介護納付⾦ 69,725 68,124 68,124 -1,601 0
 介護保険料還付⾦ 31 60 0 -31 -60
 準備⾦繰⼊ 0 4,000 0 0 -4,000
 ⼀般勘定繰入 0 3,500 0 0 -3,500

0 3,326 0 0 -3,326
69,756 79,010 68,124 -1,632 -10,886
4,813 0 7,465 2,652 7,465

 準備⾦ 4,813 0 7,465 2,652 7,465
 繰越⾦ 0 0 0 0 0

4,813 0 7,465 2,652 7,465

35,633 35,633 43,098 7,465 7,465

被保険者数   （⼈）

令和3年度決算 令和4年度予算 令和4年度決算
令和３年度決算⽐較

保険料率      （‰）

標準報酬⽉額（円）

収
収

⼊
⼊

⽀

出
計

⽀
状

出

決
算
残 計

準備⾦（累計保有額）

況 予備費
計

収 ⽀ 差 引 計



※任意継続被保険者３月納入前納保険料

※

審 議 事 項

第２号議案 令和4年度 決算残⾦処分（案）に関する件

【 健 康 保 険 】

【 介 護 保 険 】

決 算 状 況 決 算 処 分 内 容
収 ⼊ 決 算 額 609,374,398 準 備 ⾦ 0
⽀ 出 決 算 額 597,913,837 別 途 積 ⽴ ⾦ 0
差 引 残 額 11,460,561 翌 年 度 繰 越 ⾦ 11,453,261

財 政 調 整 事 業 繰 越 ⾦ 7,300

単位：円

決 算 状 況 決 算 処 分 内 容
収 ⼊ 決 算 額 75,588,964 準 備 ⾦ 7,465,266
⽀ 出 決 算 額 68,123,698 繰 越 ⾦ 0
差 引 残 額 7,465,266
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11※Ｈ25 料率変更実施（7.32⇒9.30）

10年前から比べて
522人減少

前年比 680千円増。
標準報酬額のアップに伴う



黒字の時に積立てた「貯金」

12



13



マイナンバーカードについて （当健保の現状）
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①中村屋健保組合のマイナンバーカード取得率（健康保険証との紐づけ完了）

4月17日現在で848名 （23.3末全2,099名中）

40.4％
②厚労省からの緊急点検要請（誤登録チェック）⇒5⽉24日に実施。

現時点で異常はなし
③当社特有の課題
・現健康保険証（紙）の有効期限が来年4⽉30日。併⽤しないといけない。
・業者に問い合わせたところ、健康保険証は再発⾏必須。（国からの決まり）

（期限を延ばす、マイナカードと⼀元化前倒し、資格証明書への代⽤・・・）
更新費⽤として 150千円程度は来期費⽤として計上

【 今後の政策状況等により⼤幅な変更の懸念あり 】
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保険料支出抑⽌対策①
適切な医療受診の啓蒙活動

接骨院、整骨院は病院ではありません︕
「健康保険証が使えます」で安易に⾏かないで︕
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接骨院・整骨院で保険が使えるのは
ケガだけ。

保険料支出抑⽌対策②
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毎月、外部業者に点検料として300千円/月を拠出

保険料支出抑⽌対策③
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【まとめ】
2022年度も新型コロナウイルスに振り回される１年となりました。

コロナ後遺症での傷病⼿当⽀給や、医療現場の混乱による書類不備など新負担がありました。
健保組合は皆さんの保険料で運営していますので、下げ⽌まりは⾒せたものの⼀過性のものと

してとらえ、今後の⾼齢者向けや現役向けの医療費⽀出負担に備えなければなりません。
来秋に迫るマイナンバーカードと健康保険証の⼀体化は、政策の混乱もあり、ここにきて、

二転三転していますが、当健保では、加⼊者の皆さんが万が⼀の際、安⼼して医療機関を
利⽤できることが大切だと考えており、常にシステムや政策をフォローしています。
2023年度は、事業主と連携し⽀出抑制対策に取り組んでおり、

「業務効率化による事務職員の負担と⼈員削減」
「⾼額医療者の実態ヒアリング調査」
「傷病⼿当申請者のチェック厳格化」
を重点施策とし、受け身ではなく「攻めの健保」として啓蒙活動を強化してまいります。
組合員皆様のご理解・ご協⼒をお願いいたします。


